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新型コロナウイルス感染症は、世界各地で人々の生命や生活、価値観や行動、さらには 経済や文化 

社会全体に多面的な影響を与えており、まさに予測が難しい時代が到来しています。 

教育に関して言えば、引き続き、コロナ禍で対応すべき課題として、ICT環境の整備や工夫した学校行

事の実施等が挙げられます。これらに加え、従来認識されながら解決に至らなかった課題もクローズア

ップされています。 

 

特に、これまで日本の子どもたちは「自己有用感」が低いと指摘されてきましたが、こうした意識を

高めていくにはどうすべきか。この課題に向けた取組を進めることによって、子どもたちは、さらに集

団の中で自分に自信を持ち、生き生きとした日常生活を送っていくことができるようになるとおさえて

おります。 

 

そのためには、授業等の中では、これまでも重視されてきた生徒指導の三機能（自己決定・共感的理

解・自己存在感）を活かしていくことです。 

 また、授業を含めた学級等での具体的な手立てとしては  ※栃木県総合教育センターより 

１ 子どもをよく見て「ほめてほしい」と思っているところをほめること。 

２ 子どもの話をじっくり聴き、子どもに話しかけること。 

３ 子ども一人一人に活躍の場を与え、見守り、やり遂げさせ、達成感を与えること。 

４ 子ども同士が認め合う場を設定し、人間関係づくりを支援していくことです。 

 

他者との関わりは社会を形成していく上での基盤です。級友との話合いや行事、地域ボランティア等

の活動の中で、多様な人が関わることで自己有用感は高まります。 

 

当研究所といたしましては、授業づくり・ICT活用の両グループにおいて、Chromebookやアプリに関す

る実践的な研究を進めるとともに、上記機能を大切にしてまいります。 

また、教育相談部におきましては、「教育サポートセンターくじらん」等において、子どもたちと保

護者の悩み相談等、学校と連携を図り、支援に努めてまいります。 

 

結びになりますが、今の子どもたちが、成人して社会で活躍する頃には、絶え間ない技術革新により

雇用環境が大きく変化するなど、「厳しい挑戦の時代」を迎えると予想されています。このことから

も、子どもたちのふるさと室蘭への愛着と誇り、自己有用感を育んでいくことが、一層求められている

と考えております。 

 

今後も、皆様方からのご意見をいただきながら、「室蘭市の教育水準の向上に資する」教育研究所と

しての役割を果たしていけるよう、努力してまいりますので、ご支援ご協力を賜りますようお願い申し

上げます。 
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◆所員会議・グループ会議の予定 

第１回 4月21日(木) 市役所２階３号会議室 第５回 9月 7日(水) オンデマンド 

第２回 5月19日(木) オンライン 第６回 10月 6日(木) オンライン 

第３回  7月 7日(木) オンデマンド 第７回 12月 8日(木) オンデマンド 

第４回  8月25日(木) オンライン 第８回  2月16日(木) 市役所２階大会議室 

◆今年度の研究概要について 

【授業づくりグループ】 

 

１ 「関心や興味を高める」「見通しをもつ」などの「主体的な学び」が見られ 

る指導の工夫 

２ 「互いの考えを比較する」「思考を表現に置き換える」などの「対話的な学 

び」が見られる指導の工夫 

３ 「知識技能を活用する」「知識技能を習得する」などの「深い学び」が見ら 

れる指導の工夫 

 

 

 

 

 

【ＩＣＴ活用グループ】 

 

１ 「ＩＣＴ活用交流サロン」の周知 

２ 「ＩＣＴ活用交流サロン」の活性化（実践内容の精査や具体化） 

３ ＩＣＴ活用に関する学習会の開催 

◆室蘭市研究指定公開研究会の予定 

研 究 指 定 期   日 学  校 

学力向上事業研究奨励校 
１２月 ２日（金） 室蘭市立天神小学校 

１０月 ５日（水） 室蘭市立桜蘭中学校 

パイロットスクール事業研究指定校 
１１月２２日（火） 室蘭市立海陽小学校 

 ２月 １日（水） 室蘭市立港北中学校 

 

令和３年度の取組２「授業動画クリップ」の紹介  

(１) 中学３年道徳科「次世代のにない手として」 

(２) 北原英法（室蘭市立星蘭中学校） 

(３) 生きる力の尊さを自覚し、自他の生命を尊重しよう 

とする態度を育てる。 

(４) ピクトグラム「先哲の考え方を手掛かりとする」 


